
委
員
会
提
出
第
六
号
議
案

離
職
者
訓
練
（
介
護
福
祉
士
委
託
訓
練
）
並
び
に
修
学
資
金
貸
付
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
生
徒
の
激
減
に
よ
り
、
こ
こ
四
～
五
年
で
八
十
の
養
成
校
が
廃
校
と
な
る
な
ど
、

介
護
福
祉
学
科
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
団
塊
の
世
代
が
高
齢

化
を
迎
え
た
と
き
、
現
在
の
養
成
数
よ
り
二
倍
弱
の
介
護
福
祉
士
が
必
要
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
介
護
保
険
と
年
金
が
確
保
で
き
て
も
、
我
が
国
の
高
齢
社
会
の
将
来
図
が
全
く

実
現
で
き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
社
会
を
円
滑
に
推
移
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
の
数

以
上
の
介
護
福
祉
士
が
必
要
と
な
る
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
標
記
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
学
生
に
対
す
る
全
国
的
な
調
査
に
よ
る
と
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
者
が
「
介
護
の
現
場
で
働
き
た
い
」
と
回
答
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
さ
ら
に
標
記
の
制
度
の

継
続
に
よ
り
、
新
た
な
若
年
層
の
雇
用
創
出
と
い
う
一
石
二
鳥
の
利
点
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
標
記
の
制
度
は
介
護
福
祉
士
の
養
成
及
び
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
制
度
の
継
続
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
三
日
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